
「 ア カ コ ッ コ 」 と は 日 本 固 有 の ツ グ ミ 科 の 鳥 で 、 国 の 天 然 記 念 物 に も 指 定 さ れ て い ま す 。
八 丈 島 で は 一 年 を 通 し て 見 ら れ 、 町 の 鳥 に も 選 定 さ れ て い ま す 。

2月はとても暖かい日が続き、公園の中でもたくさんのシチトウスミレやアツバスミレが咲いていました。ま
た、昨年植樹した桜 ( ジュウガツザクラ ?) の木々の細い枝からも小さな花が咲いている光景が見られました。
島の桜オオシマザクラのつぼみも膨らみ始めています。もう春はそこまでやってきているのでしょうか ?
さて今月は、暖かくなって目を覚ましたオカダトカゲとアマガエル、そしてこれから増えてくる色鮮やかな海

の生きものウミウシのお話です。

起きたというより起こされた
2 月に入って相次いで冬眠から目覚めた ?目

覚めさせられた?生きものがやってきました。
1つは「オカダトカゲの幼体」。三根永郷に

あるホテル「シーパークリゾート」近くの土の
中から出てきたと アサヌマタカヒコさんが持
ってきてくれました。オカダトカゲとは色が違
うので「?」と思ったようです。オカダトカゲ
も幼体時に 5本の黄白色縦条が入り、尾が鮮
やかなコバルトブルーになるようです。
もう一つは「ニホンアマガエル」。植物公園

内を管理している方が植木の手入れをしている
ときに土の中から見つけてきてくれました。ま
だ土の中でじっとしていたために体の色は土と
同じ色になっていました。

このトカゲとカエルはすこし様子を見るため
にビジターセンターで飼育をしています。本格
的に暖かくなったら元の場所に返してあげるつ
もりです。

八丈島で確認されている両生・爬虫類
（ウミガメ類は除く）

両生類 爬虫類
ニホンアカガエル ミナミヤモリ
ヤマアカガエル オカダトカゲ
ウシガエル マムシ
ニホンアマガエル アオダイショウ
アカハライモリ ミミズヘビ

スッポン



色鮮やかで種類の多いウミウシはダイバーに人気があり、専門のガイドブックが出版されるほどです。
八丈島にはこのウミウシたちがとても多く、一回のダイビングで 10種類以上観察することができます。
さらにこれからは潮だまりでもアメフラシなどが観察できるようになります。
何故、八丈島の海にこのウミウシたちが多いのかは分かりませんが、黒潮による影響や餌となるカイメ

ンや腔腸動物が多いことが関係してるかもしれません。
春から初夏にかけてのこれからの時期は一年の中で一番ウミウシが多くなってくる季節でもあります。

この不思議なウミウシたちを観察しに海に出かけてみてはいかがでしょうか ?

色鮮やかな海の宝石たち

オキナワキヌハダウミウシ タマゴイロイボウミウシ
Gymnodoris okinawae Fryeria menindie

チギレフシエラガイ コールマンウミウシ（仮称 )
Berthella martensi Chromodoris colemani

ムカデミノウミウシ ミカドウミウシ (幼体 )
Pteraeolidia ianthina Hexabranchus sanguineus

ツヅレウミウシ？
Discodoris concinna



八丈植物公園季節調査（平成 16年第 2回）
平成 16年 2月 8日（日）　13時 30分～ 15時　
参加者・伊藤 , 永井 , 永井 , 菊池 ( 昭 ), 菊池 ( まり ), 青柳 , 古謝 , 山入端 ,V.C. 菊池
NO. 和名　（島名） 状態 NO. 和名　（島名） 状態

草本 35 セイヨウタンポポ 花
1 ウスベニニガナ 花 36 カッコウアザミ 花
2 オオシマカンスゲ 花、盛り 37 ノコンギク 実
3 ツワブキ 実 38 ノゲシ 花と実
4 アシタバ 実 39 ヒメオドリコソウ 花
5 オニタビラコ 花 40 コハコベ 花
6 タケダグサ 花と実 41 キツネノマゴ 花
7 オオアレチノギク 花と実 42 シマテンナンショウ 花
8 スズメノカタビラ 花 43 サルトリイバラ 熟した実
9 シチトウスミレ 花 44 トキワハゼ 花
10 ベニバナボロギク 花と実 45 カタバミ 花
11 ツルソバ 花と実
12 ハキダメギク 花 木本
13 イヌホオズキ 花と実 1 マサキ 熟した実
14 エダウチチヂミザサ 実 2 モチノキ 蕾
15 ハナイバナ 花 3 イヌビワ 実
16 ムラサキカタバミ 花 4 タイミンタチバナ 蕾
17 ハハコグサ 花 5 マンリョウ 熟した実
18 コセンダングサ 花と実 6 ヒサカキ 蕾
19 コナスビ 花 7 ホルトノキ 実
20 アオノクマタケラン 熟した実 8 アオキ 熟した実
21 イワニガナ 花 9 モクレイシ 熟した実
22 コマツヨイグサ 花 10 オオバヤシャブシ 蕾
23 アキノノゲシ 花 11 サカキカズラ 蕾
24 メリケンカルカヤ 実 12 ヤブツバキ 花
25 ヤクシソウ 花と実 13 ヤツデ 実
26 コゴメスゲ 実 14 シロダモ 実
27 ムニンキケマン 花
28 オランダミミナグサ 花 その他の生物
29 ツメクサ 花 1 コマダラナガカメムシ 成虫、越冬個体か？
30 シロノセンダングサ 花と実 2 アカガエル？ オタマジャクシ、卵多数
31 タネツケバナ 花
32 ハチジョウアザミ 実

今回は 59種の植物と 2種の動物を観察しました。33 ヤンバルハコベ 蕾
34 キランソウ 花

八丈ビジターセンターでは、毎月第二日曜日に、植物公園の生きもので季節を感じようという趣旨で、「八
丈植物公園季節調査会」を開催しています。毎回見られる植物がどのように変化していくか、また、どんな鳥
や植物が見られるかも観察しています。前回は 2月 8日に行いました。

八丈植物公園季節調査会の報告

八丈島では、内地と少し様変わりした種や独自に進化した種など、聞き慣れない種があるのが特徴です。
今回は「ハチジョウテンナンショウ」にスポットを当ててみたいと思います。

ハチジョウテンナンショウ
Arisaema hatizyooense

サトイモ科の多年草。
マムシグサと比べて、二枚の葉の大きさに違いが無く、仏炎苞

が緑色、付属体の先端が太くならないなどの違いがあります。
　島にあるテンナンショウ属の中で、この種だけ仏炎苞からひも
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が伸びていません。八丈島では「タカザラシ」と呼び、花は３月
中旬～４月下旬に開きます。



ビデオプログラム
10：00～　八丈・海・生きものたち
11：00～　おじゃりやれ 八丈島
14：00～　おじゃりやれ 八丈島
15：00～　おじゃりやれ 八丈島
16：00～　八丈・海・生きものたち
上記以外での上映は予約にて可能です

東京都八丈ビジターセンター　　2004.3.1　第 34 号

開館時間　9：00 ～ 16：30　年中無休（入場無料）
〒 100-1401
東京都八丈島八丈町大賀郷２８４３
電話：04996-2-4811　Fax：04996-2-4888

（ホームページでは「こっこめ通信」をカラーで見ることができます）

イベントプログラム
植物公園季節調査会

植物公園内で動植物の調査をしながら季節の変化を一緒に感じましょう！
3／ 14　（13：30～　約 1時間半）
中学生以上　ビジターセンター集合・解散　無料　定員：15名

八丈学講座
「春の植物観察会」

毎月行っている八丈学講座。今回は、春に咲く植物を観察します。
3／ 27　（13：30～　約 1時間半）
中学生以上　ホタル水路集合・解散（雨天中止）　参加費：100円　定員：15名

春の特別行事
「植物公園でお花見」

毎年行っている公園のオオシマザクラでお花見、今年の花はどうでしょうか？
3／ 28　（13：30～　約 1時間半）
だれでも　植物公園集合・解散（雨天中止）　参加費：100円　定員：15名

冬が終わって春がやってきます。色々な花が咲き始め、色々な虫が動き出します。ウミウシ好きの私は、ウミウシが多くなってくる春が
大好きです。今年はどんなウミウシに出会えるかな。（高）編集後記


